
6.講座の詳細 (シ ラバス)

大学名
(日 本語) 泰 日工業大学

(Englisll) Thai― Nichi lnstitute of Technology

辞数曇タイトアレ
(日 本語) SDGsに基づく、アジア太平洋諸国におけるニューノーマルとしてのCOVID 19後 の世界に向けたビジネス機会

(English) Bro・ kthfollgh Bttsineゝ i Oppartunities Tow・rds the Worid arterthe tpidemic oF COVID 19芯 a New No印 λlin Asi8 and P3cint COt】 ntrics b`生iOd On Suslィ inaЫ e Dewelopment ColSs(SDCo PerSpc(dv8

講座実施期間 2022年 11 月 16 日～ 2023年  3 月 31 日 講座実施曜日/時間 月 曜日/14:00～ 17:00

講座対象学部

及び学科名

(日 本語) 経営学部全学科 (及び全学部)

(English) Faculty of Business Administratlon/AH Faculty

受講対象学生数 80 名 受講対象学年 2,3,4年 生 講座で使 う言語 タイ語、英語、日本語、他

日付 講義テーマ
講師名

(姓 ) (名 )

講師所属機Fttl名

第1回 (日 本語) 両,切 的なビジネスと社会的機会、ビジネス開発のためのニューフォーマル ウィライラッタナ ペンピモン 泰 日工業大学

11/16 (English〉 【Lccturc】 BrcakthrouRh Business and Soci31 0P,ortunitiCs Ncw Normal for Businoss Dcvclo,mcnt Wilairatana Phenpirnon

第2回 (日 本語) SGDに基づくタイのビジネスと持続可能性の準備レベル 吉 田 ドゥアングオ 泰 日工業大学

11/23 (Enghsh) 【Lecture】 Thailand Business and Sustainability Readiness Level based on SGDs Yoshida Duangdao

第3回 (日 本語) 持続
“
∫能なプロジェクトの問題と構築された戦略的な人的資本管理 ルーンガラムラット ヴォラウィー オービットイノーティブ社

11/30 (English) 【とecturc】 sustainablc ProJcCtTSSucs and BuJd up Stratc8iC Human Capital Managcmcnt Ruengaramrut ′ヽoravee OrbitTnnotivc Co,Iフ td

第4回 (日 本語) ワークライフバランスのための生涯学習モデルとSGDs 未 定 タイビバレッジ社

12/7 (E4BliSh) 【l ecturc】 bに ionB〔 ―earning Modc1 2nd Snstainablc D(ヽ 、βlopment Cttl、 (SCDЬ l for Buttnfヽ 、&t∬stャ te Management TBD

第5回 (日本語) ロタイのビジネス面における具文化交流 :ビ ジネスにおけるプロジェクトマネジメントのケーススタディ 鴻 巣 努 千葉工業大学

12/14 (Enghsh) Konosu Tsutomu Chiba lnsututc of TcchnoloBy

第6回 (日 本語) COVID-19流 行後の日本のビジネスと経済(事例研究に基づく経験共有)
ローッアラヤノン バンディット 泰 日工業大学前学長

1 2/2 1 (Englsh) I卜 cmre】 Thc Japan Blよ ヽnes&EcOnomに s aner the EttderrJc or covED■ 0(Exp● nen℃ e shahng Basea on case Slld〕 RoJarayanont Bandhit Former president,TNI

第7回 (日 本語) COVID-19の 流行後のASEAN言4国の戦略的見通し(事例研究に基づく経験の共イr) リマポーンヴァニット チャイヤトーン

12/28 (English) [I oct.rel st=Ai● FIC ForettBIt′ 】「 ASEAN countィ
`es ine「

the EPld9mlc oF COVID 19(Ex,eHcnCe ShaHntt Bを こ`。cti Casc Sょ !Jyl Limapornvanich Chaiyatorn Innovation Foresight lnstitute

第8回 (日 本語) ASEAN+3に おける食 |〒 1・ 農業事業の現状と将来 (事例研究に基づく経験の共有) オンクナルック ポンティパー カセサート大学

1/18 (English) 〔Lcょ u「 e】 C(ャ rent H山 証ba■ Ad the負‖rt offood&B8ncd,,fで Bo前 ness Scde,lnハ F`AN,3(■ 、Pc■ Cace tthann8日 心gd en Ctte致 ■さ)l On8kunaruk Pornthipa Kasetsart University

第9回 (日 本語) 【ワークシヨップ】ビジネスと指続 'T能 ‖にJlする企業訪F'1+続 可能な喪

“

iと イノベーシヨンに
'と

おくスマートビジネス 未 定 トゥルー・ デジタルパーク

1/25 (Enghsh) 【WorkshcPI StHdy萌 罰tsin B(トヤle`,s&attthnab“ [y:Snar[Busincs、 witll Susthn3Ы
「

redindoBy&Innowadon TBD True Digital Park

第10回 (日 本語) 【ワ~ク シヨンプ】デザイン思考とリーンスタートアップツールに基づくビジネスデザインの|キ統可化
'L

未 定 タイ国家イノベーシヨン庁

2/1 (Englsh) 【Workshop】 前ぉtanabihげ fOr Buttnoss DoSgn basod on Dcttn Thnttn島 &I oan Stard】 p Tods TBD

第11回 (日 本語) 【PBLワ ークシヨップ①】日本におけるビジネスイノベーションのためのSDGs ピチット 泰日工業大学

3/20 (English) I PBL Workshop ProBram dayl】 Themei SDCs for Business lnnovadon in Japan N8aln」 arussrivichal Pichit

第12回 (日 本語) 【PBI′ワークシヨンプ②】日本におけるビジネスイノベーションのためのSDCs ピチット 泰 日工業大学

3/21 (English) I PBLヽ平orkshop Program day2】 Theme SDCs for Business lnnovation in Japan NBalュ i」 arusSrivichal Pichit

第13回 (日 本言吾) 【PBLワ ークションプ③】日本におけるビジネスイノベーシヨンのためのSDGs ピチット 泰日工業大学

3/22 (Engiish) I PBL Workshop Program day3】 Theme:SDCs for Business lnnovation in Japan ＼8a■iJarussh前chat Pichit

第14回 (日 本語) 【PBLワ ークショップ①】日本におけるビジネスイノペーシヨンのためのSDGs ピチット 泰 日工業大学

3/23 (Englsh) 【PBL Workshop Program day4】 Themei SDCs for Businesslnnovadon in Japan 沢Bal■」arussrivichai Pichit

第15回 (日 本語) I PttIワ ークシヨンプ⑥】日本におけるビジネスイノベーシヨンのためのSr)Gs ピチット 泰 日工業大学

3/24 (English) 【PBLヽVorkshop Program day5' Themei SDGs for Businesslnnovation in Japan 沢gaェ illaruSSrivichai Pichit

第16回 (日 本語)

(Enghsh)

第17回 (日 本語)

(Englsh)

(22GA― JP2)


